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様式第１（第３条関係） 

※受理年月日 年  月  日 

※受理番号  

※備考  

 

大規模小売店舗届出書 
令和８年８月１９日 

 

宇都宮市長 様 

株式会社コスモス薬品 

代表取締役 横山英昭 

福岡県福岡市博多区博多駅東二丁目１０番１号 

 

大規模小売店舗立地法第５条第１項の規定により、下記のとおり届け出ます。 

 

記 

 

１ 大規模小売店舗の名称及び所在地 

 

ドラッグコスモス鶴田南店 

   宇都宮市鶴田町字前畑１６１番１ 外 

 

 

２ 大規模小売店舗において小売業を行う者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名 

小 売 業 者 
住    所 

氏 名（ 名 称 ） 代表者（法人の場合） 

株式会社コスモス薬品 代表取締役 横山英昭 福岡県福岡市博多区博多駅東二丁目１０番１号 

 

 

３ 大規模小売店舗の新設をする日 

 

令和９年４月２０日 

 

 

４ 大規模小売店舗内の店舗面積の合計 

 

１，３９５㎡ 

 



 - 2 - 

５ 大規模小売店舗の施設の配置に関する事項 

（１）駐車場の位置及び収容台数 

駐車場№ 収容台数 位     置 

駐車場 ５６台 建物敷地内（資料－４ 平面図兼配置図上に記載） 

  ※従業員用駐車場 別途敷地内に４台確保 
 

（２）駐輪場の位置及び収容台数 

位        置 収容台数 

建物西側（資料－４ 平面図兼配置図上・駐輪場） １３台 

 

（３）荷さばき施設の位置及び面積 

位        置 面  積 

建物北東側（資料－４ 平面図兼配置図上・荷さばき施設） ５０㎡ 

 

（４）廃棄物等の保管施設の位置及び容量 

位        置 容  量 

建物内北東側（資料－４ 平面図兼配置図上・廃棄物等保管施設） １２．０７ｍ3 

 

 

６ 大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項 

（１）大規模小売店舗において小売業を行う者の開店時刻及び閉店時刻 

    開店時刻 午前９時  閉店時刻 午後１０時 

 

（２）来客が駐車場を利用することができる時間帯 

午前８時３０分～午後１０時３０分 

 

（３）駐車場の自動車の出入口の数及び位置 

駐車場№ 出入口の数 位        置 

駐車場 ２箇所 建物敷地北西側（資料－４ 平面図兼配置図上・出入口№１、出入口№２） 

 

（４）荷さばき施設において荷さばきを行うことができる時間帯 

午前０時００分～午後１２時００分（２４時間） 
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添 付 書 類 （目 次） 

 

１ 店舗の概要に関する書類 
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⑥建物配置図··································································· 資料－４ 

⑦内部配置図··································································· 資料－４ 

⑧面積表 ·······································································資料－５ 

（２）求積図 ······································································· 資料－５ 

（３）求積表 ······································································· 資料－５ 

（４）荷さばき施設の位置図及び求積図並びに求積表 ···································· 資料－４ 

（５）廃棄物等保管施設の位置図及び求積図並びに求積表 ······························ 資料－１０ 

（６）関係機関との協議結果 ······························································ １３ 

（７）店舗（出店予定地）及び周辺の写真 ············································ 資料－１２ 

 

２ 交 通 関 係 

（１）駐車場（駐輪場）の位置図及び構造図 ············································ 資料－４ 

（２）店舗までの案内経路図 ························································· 資料－７ 

（３）店舗敷地内及び駐車場周辺通行経路図 ············································ 資料－６ 

（４）方向別来台数算出根拠 ······························································ 別添 

（５）方向別来台数予測図 ··························································· 資料－７ 

（６）現状交通量（入出庫）調査結果 ······················································· 別添 

（７）交通計画資料 ······································································ 別添 

（８）駐輪場の位置図及び構造図（拡大図） ············································ 資料－４ 

 

３ 騒 音 関 係 

（１）騒音予測・対策に関する図面 ···················································· 資料－９ 

（２）遮音壁等防音減音設備等詳細図 ·················································· 資料－８ 

（３）騒音予測結果 ······································································ 別添 

 

４ そ の 他 

登記簿謄本 ··································································· 別添資料１ 

交通量調査結果報告書 ························································· 別添資料２ 

騒音予測結果報告書 ··························································· 別添資料３ 
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届 出 概 要 （ 新 設 ） 

Ⅰ 届出の概要 
 

１ 届出者等 

届

出

者 

名称・代表者 株式会社コスモス薬品 代表取締役 横山英昭 

住所 福岡県福岡市博多区博多駅東二丁目１０番１号 

届出区分 新設（法第５条第１項） 

届出日 令和８年８月１９日 

新設日 令和９年４月２０日 

店舗名称 ドラッグコスモス鶴田南店 

店舗所在地 宇都宮市鶴田町字前畑１６１番１ 外 

小売業者の氏名又は名称及び住所 
株式会社コスモス薬品 代表取締役 横山英昭 

福岡県福岡市博多区博多駅東二丁目１０番１号 

 

 ２ 届出事項の概要 

届 出 事 項 内     容 

店舗面積合計 １，３９５㎡ 

施

設

配

置 

駐車台数 ５６台 

駐輪台数 １３台 

荷さばき施設面積 ５０㎡ 

廃棄物保管施設容量 １２．０７ｍ3 

運 

営 

方 

法 

開店時刻 午前 ９時 

閉店時刻 午後１０時 

来客駐車場利用可能時間帯 午前８時３０分～午後１０時３０分 

駐車場出入口数 ２か所 

荷さばき可能時間帯 午前０時００分～午後１２時００分（２４時間） 

   ※位置は、別添「資料－４ 平面図兼配置図」参照 
 

３ 出店地・建物の概要 

出店 

地の 

状況 

用途地域 第１種住居地域 

敷地面積 ４，４９３㎡ 

所有形態 賃貸借契約 

建物

の状

況 

店舗業態 ドラッグストア 

延床面積 １，７６４㎡ 

併設施設の面積 該当なし 

併設施設面積の店舗面積に対す

る割合 
－ 

 

４ 大規模小売店舗において小売業を行う者の一覧 

№ 小売業者名及び代表者名 住   所 主な販売品目 開店時刻 閉店時刻 面積 備考 

1 
株式会社コスモス薬品 

代表取締役 横山英昭 

福岡県福岡市博多区 

博多駅東二丁目10番1号 

住・生活関連用品、 

医薬化粧品、食料品等 
午前9時 午後10時 1,395㎡ 

 

合  計 1,395㎡  
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Ⅱ 指針に定める配慮事項及び地域貢献への対応状況 

 

１ 駐車需要の充足等交通に係る事項 

（１）駐車場の必要台数の確保 

届出駐車台数  ５６台 （別途、従業員用４台） 

必要駐車台数  ５５台 

 

①小売店舗の必要駐車台数 

指針による算出根拠 

店舗面積   1.395千㎡ 

店舗業態   ドラッグストア 

人口     40万人以上 

地区     その他地区 

駅からの距離 500ｍ以上 

 

計算式 

項  目 届出値 指針値 算 出 根 拠 

必要駐車台数 56台 55台 Ａ×α×Ｓ×Ｂ×Ｃ÷Ｄ×Ｅ 

Ｓ：店舗面積（千㎡）  1.395  

Ａ：日来客原単位（人／千㎡）  1,344.2 1,400－40Ｓ 

α：補正係数  1.0  

Ｂ：ピーク率（％）  14.4  

Ｃ：自動車分担率（％）  85  

Ｄ：平均乗車人員（人／台）  1.5  

Ｅ：平均駐車時間係数  0.3588 （30＋5.5Ｓ）÷105 

（係数や計算式は、大規模小売店舗を設置する者が配慮すべき事項に関する指針に基づく栃木県基準を参照） 
 

②併設施設を含めた施設全体の必要駐車台数 

該当施設なし 

 

（２）駐車場の位置及び構造等 

項  目 対  応  策 

効率的な駐車場形式の選

択及び出入口の数、位置 

・出入口にはゲートや発券ブースの設置はなく、スムーズな入庫ができるよ

う平面駐車場としている。 

・駐車場出入口の設置は、駐車場法に基づく構造及び設備基準に準拠する。 

・オープンに伴い、来店車両により周辺道路の交通流に変化が生じ、渋滞等

の発生によって周辺地域の生活利便に支障が生じた場合や、交通安全上か

ら対策の必要性が生じた場合には、速やかに関係機関と協議の上適切な対

策を講じていく。 

駐車待ちスペースの確保 
・自走式平面駐車場で発券ブースの設置がないため、駐車待ちスペースの設

置はない。 

駐車場の分散確保 

・建物敷地内に指針で求める必要駐車台数を確保しており、計画している駐

車場形式及び駐車場出入口の数・位置について、周辺道路の交通に与える

影響が少ないと考えられるため、駐車場の分散確保なし。 

駐車場出入口における交

通整理 

・オープン時や繁忙期など多くの来店車両が見込まれる際には、出入口付近

に交通整理員を配置し、周辺道路に渋滞等の発生を抑制するとともに、横

断歩行者の安全を確保する。 
 

配置場所：別添「資料－６ 動線計画図」参照 

配置人数：2名程度（状況に応じて適宜増員する） 

配置日時：午前8時30分～午後8時00分（オープン時及び繁忙期のみ） 
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（３）駐輪場の確保等 

届出駐輪台数 １３台 

位置は別添「資料－４ 平面図兼配置図」のとおり 

 

（４）自動二輪車の駐車場の確保 

駐車台数 ０台（来客用駐車場と共用とするため） 

 

（５）荷さばき施設の整備等 

項  目 対  応  策 

荷さばき車両駐車スペース 

荷さばき作業場所の確保 

・十分な作業スペースを確保し、計画的な搬出入計画を行うことで、待機車両

の発生を抑制する。 

・処理能力は次表１のとおり。 

搬出入車両出入口の位置 ・出入口№２を共用する。 

計画的な搬出入 

・商品等の搬出入は、朝・夕の交通量の多い時間帯や、来店車両の多い時間帯

を極力避けた搬出入計画を立て、待機車両が発生しないよう配慮する。 

・荷さばき車両を入庫させる際には、横断歩行者及び通行車両との交錯を避け

るべく、従業員にて安全に誘導を行い、事故の発生防止に努める。 

・搬入経路上が一部、通学路に指定されているため、通学時間帯を極力避けた

運行計画を立てる。 

・搬入計画は次表２のとおり。 

・廃棄物等の収集についても、荷さばき作業と同様に計画的に実施する。収集

計画は次表２のとおり。 

 

［表１］ 

位 置 
荷さばき時間帯 

（ピーク） 

搬出入車両台数/日 

（ピーク） 
駐車スペース 荷さばき処理時間 処理能力 

荷さばき施設 
0:00～24:00 

（6時台） 

3台/日 

（1台/時） 
4t 1台  4ｔ車 20分  4ｔ 3台/時 

 

［表２］時間帯別車種別荷さばき等計画 

時 間 帯 
搬出入車両数 

廃棄物等 時 間 帯 
搬出入車両数 

4ｔ車 計 4ｔ車 計 

 6:00～ 7:00 1台 1台  22:00～23:00   

 7:00～ 8:00   1台 23:00～ 0:00   

 8:00～ 9:00 1台 1台   0:00～ 1:00   

 9:00～10:00     1:00～ 2:00   

10:00～11:00   1台  2:00～ 3:00   

11:00～12:00     3:00～ 4:00   

12:00～13:00     4:00～ 5:00 1台 1台 

13:00～14:00     5:00～ 6:00   

14:00～15:00       

15:00～16:00   1台    

16:00～17:00       

17:00～18:00       

18:00～19:00       

19:00～20:00       

20:00～21:00       

21:00～22:00       

計   3台 計 3台 3台 

※営業時間外に搬入を行う際には、ドライバーにより駐車場出入口のバリカーを開閉することで、搬入車両が
路上に駐車することがないよう配慮する。 
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（６）経路の設定等 

事   項 対  応  策 

来退店経路の設定、 

交通整理員の配置 

・オープン時や繁忙期など多くの来店車両が見込まれる際には、新聞折り

込みチラシに案内経路図を掲載して、事前に情報提供を行うとともに、

出入口付近には交通整理員を配置して、周辺地域に交通混雑が生じない

よう誘導を行う。 

配置場所：別添「資料－６ 動線計画図」参照 

配置人数：2名程度（状況に応じて適宜増員する） 

配置日時：午前8時30分～午後8時00分（オープン時及び繁忙期のみ） 
 

・多くの来店車両が見込まれ、駐車場不足が懸念される際には、周辺地域

に臨時駐車場の確保を検討する。 

生活道路等への配慮 

・来退店経路は、２車線以上、車線幅員６ｍ以上、両側または片側に歩道

が整備されている路線を主経路とし、広域からの来店車両が周辺地域の

細街路を通行することがないよう、チラシ等で来退店経路を周知する。 

入出庫対策 

・建物敷地北側には広告塔、駐車場出入口付近には案内看板を設置するこ

とで、スムーズな来店誘導を図る。 

・駐車場出入口には、停止線の路面表示を行うことで、退店車両の一旦停

止を促し、横断歩行者の安全を確保する。 

そ

の

他 

搬出入車両の経路設定等 

・搬出入経路は来客車両と同じ経路となるので、朝・夕の交通量の多い時

間帯や、来店車両の多い時間帯を極力避けた搬入計画を立てる。 

・搬出入車両が重なり、道路に搬出入車両が駐車することのない搬出入計

画を立てる。 

バス、タクシー停車場の確保 ・該当なし。 

公共交通機関の利用促進等 ・特になし。 

交通事故防止対策 
・出入口付近の視認性を確保するために、看板やのぼり等の視界を妨げる

ものは設置しない。 

 

（７）主要交差点の交差点需要率 

①予測結果（交差点需要率） 

交差点番号 日種 
現 状 

（ａ） 

開店後 

（ｂ） 

差 引 

（ｂ－ａ） 

交差点№１ 
平日 0.592 0.628 0.036 

休日 0.555 0.591 0.036 

交差点№２ 
平日 0.545 0.611 0.066 

休日 0.523 0.589 0.066 

 

②評 価 

  開店後における主要交差点の交差点需要率は、平日及び休日ともに「0.9未満」とピーク時の増加需要交通流量に対して、

十分な処理能力を持っていることを示している。 

よって、周辺地域に与える影響は比較的小さいものであると考えられる。 

 



 - 8 - 

２ 歩行者の通行の利便の確保等 

事   項 対  応  策 

店舗出入口、敷地内通路の位置 ・特になし 

荷さばき施設の位置 

・荷さばき車両は営業時間帯を避けた運行計画を立てることで、歩行者との

交錯を防止する。又、車両の入出庫時には従業員にて安全に誘導を行い、

事故の発生防止に努める。 

夜間歩行者への配慮 ・夜間歩行者の交通安全や防犯に考慮し、駐車場内に屋外照明を設置する。 

 

３ 騒音の発生に係る事項 

（１）騒音問題に対応するための対応策 

事   項 対  応  策 

一般的対策 

 

騒音源の配置 

・店舗から発生する騒音源について、周辺住居等へ与える影響を予測した結果、

全ての地点において基準値を満足しているため、新たな問題の発生はないもの

と考えているが、開店後において苦情等が発生した場合には、発生源対策を含

め誠意をもって対応する。 

遮音壁の設置 
・住居等が面する建物敷地北東側境界付近に目隠しフェンス（H＝2.0ｍ）を設置

する。 

低騒音機器の選択 ・設置する設備機器は、低騒音化型の機器を採用する。 

緩衝帯の設置 ・緩衝帯の設置なし。 

営業活動に伴う騒音対策 

 

荷さばき作業 

・荷さばき施設は、十分な作業スペースを確保し、計画的な搬出入を行うことで

作業時間の短縮に努める。 

・荷さばき車両のアイドリングを禁止するなど、業者及び作業員には騒音防止の

意識を徹底させる。 

営業宣伝活動 ・店舗外部へ向けての宣伝活動は行わない。 

付帯設備等  

 冷却塔、室外機等 ・定期的に保守点検を実施し、故障等による異音の発生を抑制する。 

給排気口等 
・吹き出し口の形状は、極力騒音レベルが低くなる形状のものを設置する。 

・定期的に保守点検を実施し、故障等による異音の発生を抑制する。 

駐車場  

 配置・構造 ・駐車場内は段差のない構造とする。 

運営 

・多くの来店車両が見込まれるオープン時や繁忙期には、交通整理員を配置して

場内走行の円滑化を図り、渋滞等による騒音の発生を抑制する。 

・自動車走行音が周辺に直接伝搬することがないよう、建物敷地北東側には目隠

しフェンスを設置する。 

・駐車場利用時間外には、バリカー等にて出入口を閉鎖することで、外部からの

侵入者が騒音を発生することがないよう配慮する。 

・場内では徐行運転やアイドリング禁止を呼びかける。 

廃棄物収集作業等 

・ゴミの排出量を減らし、収集時間を短縮できるよう努める。 

・業者には騒音抑制の意識を徹底させ、回収作業時に必要時以外のエンジンの空

ぶかしは行わないよう協力を要請する。 

・早朝や深夜の回収作業は実施しない。 

・収集計画はｐ6表２のとおり。 

営業時間外の 

敷地内侵入者防止対策 

・閉店後には、出入口をバリカー等で閉鎖することにより、外部からの侵入者が

騒音を発生することがないよう配慮する。 

併設施設における騒音対

策について（主に夜間） 

・該当なし。 
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（２）騒音の予測・評価 

①時間区分の指定状況 

昼   間 夜   間 

6:00～22:00 22:00～6:00 

  

②騒音の総合的予測結果                                （単位：dB） 

種 別 

 

時間区分 

地域 

類型 

環境基準 

(LAeq) 

予測地点のデータ 

予測地点 
等価騒音レベル 

(LAeq) 
主  音  源 

昼 間 

Ｂ 

５５ 

Ａ ４７ 来客車両走行音 1 ４５ 

Ｂ Ｂ ５３ 廃棄物収集作業音（圧縮） ５０ 

Ａ Ｃ ４６ 冷凍冷蔵庫屋外機 2 ４１ 

Ｂ Ｄ ４５ 来客車両走行音 4 ４３ 

夜 間 

Ｂ 

４５ 

Ａ ３５ 搬出入車両走行音１ ３２ 

Ｂ Ｂ ３８ 冷凍冷蔵庫屋外機 4 ３３ 

Ａ Ｃ ４４ 冷凍冷蔵庫屋外機 2 ４１ 

Ｂ Ｄ ３３ 搬出入車両走行音 4 ２９ 

 

③夜間に発生する騒音ごとの予測結果                         （単位：dB,秒） 

  種 別 

 

 

時間区分 

区域 

区分 

騒音規制法 

規制基準 

予測地点でのデータ 保全対象側のデータ 

予測 

地点 

騒音レベル 

最大値 

(LAmax) 
音 源 

継続時間 

（台数） 

予測 

地点 

騒音レベル 

最大値 

(LAmax) 

夜 間 
第２種

区域 
45 

ａ ５３ 搬出入車両走行音1 1台×2回 Ａ ５７ 

ｂ ４７ 搬出入車両走行音2 1台×2回 － － 

ｃ ３９ 冷凍冷蔵庫屋外機2 終日 － － 

ｄ ８８ 搬出入車両走行音4 1台×2回 － － 

  ※駐車場内速度20km/hと想定。 

 

④評 価 

イ 騒音の総合的予測結果 

予測の結果、「昼間」及び「夜間」の等価騒音レベルは全地点において環境基準値を満足しており、出店

計画に伴い店舗から発生する騒音が周辺地域へ与える影響は少ないものと推察された。 

 

ロ 夜間に発生する騒音ごとの予測結果 

騒音レベル最大値を予測した結果、ａ、ｂ及びｄ地点において自動車走行音及び荷さばき作業に伴い発

生する騒音の影響により基準値を上回ることが予測されたが、建物敷地東側には雑草地、北西側には農地

であり、住居等の生活環境がないことから、騒音の影響は少ないものと考えられる。 

一方、保全対象側（Ａ地点）にて再予測を行った結果、基準値を上回ることが予測された。 

 

規制基準を超過する自動車走行音について24分の目安は、規制基準が45dBの場合140台とされている。 

今回、基準値を超過する時間は、Ａ地点では自動車台数 2台であることから、基準値を超える時間は 24

分（8時間の5％）以内であると考えられ、規制基準を満足するものと推察される。 

 

開店後、苦情等が発生した際には、発生源対策を含め誠意を持って対応いたします。 
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４ 廃棄物に係る事項等 

（１）廃棄物等の保管について 

①保管のための施設容量の確保 

届出施設容量     １２．０７ｍ３ 

指針による必要容量      ７ｍ３ 

 

◇指針による算出根拠〔Ｓ：店舗面積 1.395千㎡〕 

種  別 店舗面積 
排出原単位 排出予測量 平均保管日数 見かけ比重 保管容量 

 Ａ Ｂ Ｃ Ａ＊Ｂ／Ｃ 

紙製廃棄物等 ≦6.0 1.395 0.208 0.290160 1 0.10 2.90 

金属製廃棄物等 ≦6.0 1.395 0.007 0.009765 1 0.10 0.10 

ガラス製廃棄物等 ≦6.0 1.395 0.006 0.008370 1 0.10 0.08 

プラスティック製廃棄物等 ≦6.0 1.395 0.020 0.027900 1 0.01 2.79 

生ごみ等 ≦6.0 1.395 0.169 0.235755 1 0.55 0.43 

その他の可燃性廃棄物等  1.395 0.054 0.075330 1 0.38 0.20 

 合  計 

≒ 

6.50 

7 

 

②廃棄物等の保管場所の位置及び構造等 

事   項 対  応  策 

位置、構造 

・種別ごとに分別保管する。 

・周辺への騒音や悪臭の影響を軽減するよう住居等が面していない場所に設置す

る。 

生ごみ対策 ・悪臭等を漏れることがないよう、建物内に保管する。 

 

（２）廃棄物等の処理について 

事   項 対  応  策 

敷地外処理 

・廃棄物保管施設の容量を超えないよう、保管日数以下で専門業者に委託して適

正処理する。 

・繁忙期など排出量が増加する場合には適宜業者へ連絡し、回収頻度を増やす。 

運搬予定業者 ・回収業者については、主に市の許可業者へ委託する。 

敷地内処理 ・敷地内処理は行いません。 

関係者への指示 
・店舗内の関係者、廃棄物の収集運搬業者に適正処理及び関連法令を遵守するよ

う指導する。 

 

（３）廃棄物減量化及びリサイクルについての配慮 

事   項 対  応  策 

廃棄物の減量化、リサイク

ル活動 

・店舗から排出される廃棄物の品目について業者へ情報を提供し、極力資源化が

図れるよう協力を要請する。 

・商品梱包用段ボールや空き缶を分別保管し、業者に依頼して再資源化を図る。 

・過剰包装、梱包の抑制による廃棄物の低減化を図る。 

 

（４）惣菜加工場所等の対策 

    食品加工場の設置なし。 

 

（５）併設施設における廃棄物等に係る事項 

併設施設の設置なし 
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５ 街並みづくり等への配慮 

事   項 対  応  策 

災害時の協力 ・地方公共団体から格段の要請はないが、災害時の避難場所として駐車場等敷地

の一部の使用、若しくは、店舗で扱っている物資の緊急時における提供につい

て、要請があれば協議検討のうえ協力する 

夜間の防犯、青少年の非行

防止対策 

１ 駐車場における対策 

・駐車場内には、照明設備や防犯カメラを配置することで、死角を排除し、青

少年のたまり場とならないよう配慮する。 

２店舗内部における対策 

・従業員による定期的な店内巡回や声かけを行うことで、防犯に努める。 

３防犯体制全般 

・地元警察と連携し、事件発生時における警察への通報要領など緊急通報体制

を確立し、地域の防犯対策に努める。 

４青少年の健全育成 

・閉店後には、店舗周辺部や駐車場への蜻集を防止するため、駐車場出入口を

バリカー等で閉鎖する。 

・少年非行防止の観点から見通しを確保した商品陳列、店舗内外へ向け設置す

る防犯カメラなど、万引き防止等の防犯対策を講じる。 

併設施設における 

防犯・非行防止対策 

・該当なし 

街並みづくり等への配慮 

 景観条例等 宇都宮市景観条例、宇都宮市屋外広告物条例 

 建物の色 ・景観を損なわない色調とし、周囲との調和を図る。 

建物の高さ ・規定の範囲内とする。 

看板 ・条例に適合した大きさ（面積）とする。 

その他 ・特になし。 

敷地内の緑化計画 ・建物周辺部に緑化を行う。 

照明に関する配慮 

 方向 ・照明光が周辺住居等に射し込まないよう、駐車場方向下向き照射とする。 

強さ ・強度の照明は使用せず、安全確保に必要な程度の明るさとする。 

時間 ・駐車場の閉鎖時間に合わせ消灯する。 

 

６ 地域貢献への対応 

事   項 対  応  策 

地域経済団体等の活動へ

の積極的な協力 

・商工会議所や商工会等、地域と連携した地域経済活性化にできる範囲内におい

て取り組んでいく。 

・地域の祭りやイベントへの協力の申し出があった場合には、参加を検討する。 

地域の防災・防犯への対応 ・閉店後には、店舗周辺部や駐車場への蜻集を防止するため、駐車場出入口をバ

リカー等で閉鎖する。 

・店舗内における犯罪や少年非行防止の観点から、見通しを確保した商品陳列、

防犯カメラの設置など万引き防止等の防犯対策を講じる。 

・災害時や緊急時には、地元警察と連携し、事件発生時における警察への通報要

領及び避難誘導措置など緊急通報体制を確立し、地域の防犯対策に努める。 

退店時における 

早期の情報提供 

・万一閉鎖を余儀なくされた場合においては、「早期の情報提供」、「従業員雇

用の確保」、「取引先企業に対する対応」、「店舗閉鎖に伴う環境悪化の防止

」など適切に対応する。 

その他 ・環境美化対策として、従業員における店舗周辺の清掃美化活動を定期的に実施

する。 
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７ その他特記事項 

・店舗に関する施設の配置、運営方法について周辺住民等から苦情、問い合わせ等あった場合は、誠意を持っ

て対応する。 

  ・公的行事・地域の催し物等が実施される際には、場所の提供等、可能な範囲で協力を行う。 

  ・事前予測結果と開店後の状況に大きな乖離が生じた場合には、再度調査・予測を実施した上で、必要な追加

的対応策を講じていく。 
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【店舗面積】

 7.950×   4.300 ＝    34.18500
 7.700×   4.300 ＝    33.11000
 26.430×  47.300  ＝ 1250.13900
  0.370×   7.095 ＝     2.62515
  1.570× 47.700 ＝    74.88900

1,395㎡

建築面積：1,763.84+37.87=1,801.71㎡

床 面 積 表

形 状 計 算 式 面  積

計(坪)計(㎡)

合計

A1 矩形 1.500×4.800 7.200000

A2 矩形 6.000×3.300 19.800000

A3 矩形 15.605×4.800 74.904000

A4 矩形 0.900×5.100 4.590000

A5 矩形 2.100×6.000 12.600000

A6 矩形 14.100×11.500 162.150000

A7 矩形 0.900×0.900 0.810000

A8 矩形 2.000×1.200 2.400000

A9 矩形 5.000×2.500 12.500000

A10 矩形 5.000×3.000 15.000000

A11 矩形 2.000×1.500 3.000000

A12 矩形 4.000×1.500 6.000000

A13 矩形 7.095×0.370 2.625150

A14 矩形 47.300×26.430 1250.139000

A15 矩形 47.700×1.570 74.889000

A16 矩形 4.300×7.700 33.110000

A17 矩形 4.300×7.700 33.110000

A18 矩形 1.000×0.850 0.850000

A19 矩形 1.000×2.600 2.600000

A20 矩形 2.130×2.400 5.112000

A21 矩形 1.170×2.400 2.808000

A22 矩形 3.301×1.050 3.466050

A23 矩形 4.300×7.950 34.185000

533.56    1763.84    

 面 積 表<庇部分>

形 状 計 算 式 面  積

計(坪)計(㎡)

合計

E1 矩形 2.500×4.430 11.075000

E2 矩形 1.000×26.800 26.800000

11.45    37.87    

資料－５　求積図及び求積表 Ｓ：1/400
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凡　　例

来店車両入庫経路

搬出入車両入庫経路（4ｔ）

歩行者・自転車経路

交通整理員

広告塔（案内表示看板）

来店車両出庫経路

搬出入車両出庫経路（4ｔ）

Ｓ：1/400
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資料－６　動線計画図



計画地

日来店台数

ピーク時来店台数

61台

9台

南西方面

日来店台数

ピーク時来店台数

310台

44台

南方面

日来店台数

ピーク時来店台数

569台

82台

北東方面

日来店台数

ピーク時来店台数

123台

18台

北西方面

調査地点№2

調査地点№1

市道1524号線

市道2293号線

主要地方道宇都宮亀和田栃木線

主要地方道宇都宮楡木線

【調査地点№1】 【調査地点№2】

エリア番号
日交通量
ピーク時交通量
世帯数
世帯数比率

569台
82台

2,401世帯
53.55％

北東方面

310台
44台

1,306世帯
29.13％

南方面

61台
9台

258世帯
5.75％

南西方面

123台
18台

519世帯
11.57％

北西方面

計画地

１ｋｍ圏内

商圏図

退店経路

来店経路

交通量調査地点

Ｓ：1/8,000資料－７　案内経路図
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資料－８　騒音発生源位置図

廃棄物等
保管施設

荷さばき施設

凡     例

搬出入車両荷台扉開閉音       

搬出入車両座席扉開閉音

搬出入車両エンジン始動音

荷下ろし音

来客車両走行音　

搬出入車両走行音

廃棄物収集車両走行音

1 4

室外機（１階部）

室外機（Ｒ階部）

冷凍冷蔵庫屋外機（１階部）

冷凍冷蔵庫屋外機（Ｒ階部）

排気口（１階部）

キュービクル（１階部）

搬出入車両後進警報ブザー音

廃棄物収集車両後進警報ブザー音

廃棄物収集作業音（圧縮・非圧縮）

搬出入車両アイドリング音

台車走行音

1 2

3 14～

15 17～

20,
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25,
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30,

31

32

 Ａ ～ Ｄ 
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等価騒音レベル予測地点
〔  〕内の（  ）は予測地点のGLを基準とした高さ

 騒音レベル最大値予測地点
（  ）内は店舗GLを基準とした高さ

 

41

41 ～

～

～

,



2F
集合住宅

2F
住居

2F
住居

2F
住居

2F
住居2F

住居

2F
住居

2F
住居

2F
集合住宅

1F
住居

1F
住居

1F
住居

1F
住居

1F
店舗

駐車場

農地

雑草地

駐車場

緑
地緑
地

市道1524号線

雨
水
幹
線

雨
水
幹
線

里
道

第１種低層住居専用地域

地域の類型

規制区域

Ａ類型

第１種

第１種住居地域

地域の類型

規制区域

B類型

第２種

準住居地域

地域の類型

規制区域

Ｂ類型

第２種

Ｄ〔1.5m(GL+1.5m)〕

ｄ(1.3m)

Ｃ〔0.1m(GL+1.5m)〕

ｃ(0.4m)

Ａ〔1.5m(GL+1.5m)〕

ａ(1.5m)

Ｂ〔0.7m(GL+1.5m)〕

ｂ(0.8m)

計画地

Ｓ：1/800

N

資料－９　騒音予測地点位置図

凡     例
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2,100
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平面図

立面図

保管面積
①　0.51m × 1.39m = 0.70m2（その他の可燃性廃棄物等）
②  1.40m × 1.39m = 1.94m2（生ごみ等）
③　1.50m × 1.39m = 2.08m2（紙製廃棄物等）
④　1.50m × 1.39m = 2.08m2（プラスチック製廃棄物等）
⑤　0.50m × 1.39m = 0.69m2（金属製廃棄物等）
⑥　0.41m × 1.39m = 0.56m2（ガラス製廃棄物等）

計 =12.07m3

保管容量
①　0.70m2 × H1.5m = 1.05m3（その他の可燃性廃棄物等）
②  1.94m2 × H1.5m = 2.91m3（生ごみ等）
③  2.08m2 × H1.5m = 3.12m3（紙製廃棄物等）
④  2.08m2 × H1.5m = 3.12m3（プラスチック製廃棄物等）
⑤　0.69m2 × H1.5m = 1.03m3（金属製廃棄物等）
⑥  0.56m2 × H1.5m = 0.84m3（ガラス製廃棄物等）

計 = 8.05m2

⑤

⑥

①

③

④

②

資料－１０　
　廃棄物等保管施設詳細図

Ｓ：1/80



7
,
7
0
0

1
,
0
0
0

6
6
5

1
,
1
8
5

4
,
6
0
0

4
,
6
0
0

1
,
8
5
0

2
5
0

2
5
0

▽梁上端（水下）

▽最高の高さ

▽設計ＧＬ
▽ＦＬ

▽梁上端（水上）

▽パラペット高さ

▽ＦＬ

△設計ＧＬ

▽梁上端（水下）

▽パラペット高さ

3
,
9
8
5

1
,
8
0
0

6
,
0
3
5 7
,
7
0
0

2
5
0

4
,
6
0
0

1
,
6
6
5

1
,
1
8
5

6
6
5

2
5
0

▽ＦＬ

▽最高の高さ

▽庇下端

▽梁上端（水下）

▽ＦＬ

△設計ＧＬ

▽梁上端最高軒高▽梁上端（水上）

▽パラペット高さ

▽設計ＧＬ

3
,
9
8
5

1
,
8
0
0

6
,
0
3
57
,
7
0
0

1
,
6
6
5

2
5
0 ▽ＦＬ

▽設計ＧＬ

▽最高の高さ

▽庇下端

▽梁上端　最高軒高

2
5
0

4
,
6
0
0

2
,
8
5
0

7
,
7
0
0

2
5
0

5
,
7
8
5

6
6
5

6
,
7
0
0

▽最高の高さ

▽設計ＧＬ
▽ＦＬ ▽ＦＬ

▽梁上端（水上）

▽梁上端（水下）

▽パラペット高さ

南西側立面図

北東側立面図

北西側立面図

南東側立面図

資料－１１　立面図 Ｓ：1/200
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資料－１２　周辺状況写真

No.1方向 No.2方向 No.3方向

No.4方向

No.5方向
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